
ホットランナ導入による温室効果ガス削減シミュレーション
～ 廃棄樹脂の削減によるCO2削減効果 ～

◆廃棄樹脂量の比較

◆基本情報の入力

成形品の樹脂重量

1ショットあたり取り数

スプル・ランナ樹脂量
（コールドランナ時）

個/ショット

g/個

g/ショット

成形品情報

年間生産量
個/年

生産量情報

CO2排出係数

材料情報

◆廃棄樹脂削減量からCO2削減量への換算

内に数値・テキストを入力してください

年間ショット数

コールドランナの場合

ホットランナの場合

ショット/年

使用樹脂量 kg/年

kg/年

樹脂削減量 kg/年

CO2削減量 kg-CO2/年

kg-CO2/kg

CO2削減効果 %

*成形歩留まり100%と仮定した場合

*排出係数は表１を参照

樹脂名称

コールドランナの成形品

ホットランナの成形品

削減樹脂部

成形品比較イメージ

g/ショット
スプル・ランナ樹脂量
（ホットランナ時）

ホットランナシステムの導入で
これほどCO2削減できるのか・・・
これからはホットランナを採用しよう

ホットランナシステム導入によるランナ・スプルの排出量削減からCO2削減効果としてシミュレーションします
コールドランナからホットランナへ切り替えた際の効果を下記で算出します

GXへの取り組み



◎お問合せについて  このリーフレットについてのお問い合わせは、最寄りの営業所にお願いいたします。
   リーフレットの記載内容は2024年12月現在のものです。記載内容は予告なく変更することがあります。  202412B 

低密度ポリエチレン(LDPE)

項目名 CO2原単位　kg-CO2/kg

ポリスチレン（GPPS)

項目名

ポリアミド６(PA)

ポリアミド６６(PA)

ポリアミド１２(PA)

CO2原単位　kg-CO2/kg

2.97

3.98

9.88

3.98

5.08

3.18

2.31

2.27

2.45

1.24

0.76

0.91

1.03

3.02

3.74

アクリロニトリルブタジエンスチレン（ABS）

アクリロニトリルスチレン（AS）

2.44

直鎖状低密度ポリエチレン(LLDPE)

ポリスチレン（HIPS)

高密度ポリエチレン(HDPE)

ポリプロピレン(PP) ポリアセタール(POM)

ポリカーボネート(PC)

ポリブチレンテレフタレート(PBT)

ポリエチレンテレフタレート（PET）

変性ポリフェニレンエーテル(PPE)

表１ 樹脂材料によるCO2排出係数一覧

「化学経済研究所/基礎素材エネルギー解析報告書」の「化学経済研究所1993」より引用
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